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平成 14年度 6.500 1，950 8，450 
f，t¥ b 計 34.200 6.420 27，820 
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Hダイバリオン共鳴をAA共鳴を通じて探索する実験は、 scintillatingfiber visual 





















成させた。位置分解能としては 300~500mm としづ満足すべき結果を得て、平成 1 5 
年から約 1 年間 SPring8 において~2.4GeV のレーザーコンブトン γ 線ビームを用いて
実験を行った。 TPCの性能やこの実験については、いくつかの国際会議で報告されて
いて、注目を集めている。とくに GeV領域の γ線によるハドロン物理を進めている米
国のJlabとは競争関係にあるが、標的内蔵型TPCは多粒子の終状態の場合や、すぐ崩
壊するハイベロンや中性 K中間子にたいする検出感度が高く、十分競争できることが
わかっている。最近ではJlabでもわれわれと似たTPCの製作をはじめているほどであ
る。 1年間のTPC実験はデータ量が膨大であり、データ解析はまだ終わっていないが
Aや中性 K中間子などの検出にも成功している。 TPCは荷電粒子を何で、も測定で、きる
ので多くの反応を調べることができる。目的である L(1405)のほかf，rK*などのベクト
ノレ中間子やpentaquarkなど多くの研究が可能であり、そのためのデータ解析のわくぐ
みづくりにも力をそそしだ。すでに目標であるA(1405)の測定にも成功しており、来年
度中にはpentaquarkも含めていくつかの結果がまとまるであろう。
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